
部品供給

ぶ ひ ん き ょうき ゅう

の作業性向上

さぎ ょうせい こうじょう

　『負担ゼロ』に挑戦！

　当社はトヨタ自動車完成車両メーカーの一つとして 　製造工程にはプレス・ボデー・塗装・組立・検査があり

ハイエースとコースターを生産。「小粒でもピカっと光る」 私達は溶接などを行うボデー課に所属しハイエースの部

企業を目指す創立83年になる会社です。 品を運搬する物流を担当しています。

　平均年齢42歳とベテラン 　メンバーの困り事の中から「供給台車の連結作業が

の多い8名で構成。若手中 つらい」を活動テーマにすることにしました。

堅との融合が課題です。

　台車を入れ替える連結作業が身体への負担に！

テーマ発表No

企業名

岐阜
ぎふ

車体
しゃたい

工業
こうぎょう

株式会社
かぶしきがいしゃ

【5】テーマの選定の背景①

部品供給
ぶひんきょうきゅう

の作業性向上
さぎょうせいこうじょう

　『負担
ふたん

ゼロ』に挑戦
ちょうせん

！

澤田
さわだ

 裕樹
ひろき発表者

【1】会社の紹介 【2】職場の紹介

【3】サークルの紹介 【4】テーマの選定

（フリガナ） 発表形式

ぶつりゅうサークル （ブツリュウサークル） ＲＧＢ ・ ＨＤＭＩ

発 表 者 の 所 属 車体部 ボデー課3グループ13チーム 勤続12年　

平 均 年 齢 42歳（最高52歳・最低20歳） 月 あ た り 会 合 回 数 2回　

テ ー マ 暦 本テーマで4件・社外発表2回目 1 回 あ た り 会 合 時 間 0.5時間　

本テーマの活動期間 2021年4月　～　2022年2月 本 テ ー マ の 会 合 回 数 19回　

本 部 登 録 番 号 548-42 サ ー ク ル 結 成 時 期 2019年1月

メ ン バ ー 構 成 8名 会 合 は 就 業 時 間 内・外・両方

ＱＣサークル紹介
サークル名

2.会社の紹介

愛知県

三重県

岐阜県

岐阜車体工業(株)

各務原市

トヨタ自動車(株)

豊田市
刈谷市

トヨタ車体(株)

航空自衛隊岐阜基地

創業 1940年
従業員 2560名

<社是>
よい品、よい工夫
熱と誠と人の和で

<基本理念>

お客様第一
社会への貢献
人間尊重

‘05年1月生産開始

コースター ‘17年1月生産開始

ハイエース

新型ハイエース ‘19年3月生産開始

トヨタの大型車商用専門工場
世界150ヵ国へ届けています！
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3.職場の紹介

プレス ボデー 塗装 組立 検査

第1ボデー工場

第2ボデー工場

シェルライン

部
品
ス
ト
ア

ル
ー
フ

Lサイド
メンバー

Rサイド
メンバー

メ
イ
ン
ボ
デ
ー

ア
ン
ダ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ルラダー

Ｒ
Ｒ
フ
ロ
ア

Ｆ
Ｒ
フ
ロ
ア

ド
ア
・
フ
ー
ド

後
加
工

修
正

測定

ハイエースボデー工場内へ
部品を供給しています
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4.サークルの紹介
作成 2021.04 鷲見 評価・作成 2021.04 鷲見

<メンバー構成>
構成人員 ： 8人
平均年齢 ：42歳

<サークルスローガン>

失敗を恐れず
チームワークと工夫で
新しいことへ挑戦！

評価・作成
2021.04 鷲見

サ ー ク ル の 能 力

明

る

い

職

場

1 2 3 4 5

2

3

4

5
A

B

C

D

X軸：2.5
Y軸：2.6

ベテランが中心
若手との融合が課題
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バッテリー液補充がつらい

掃除道具置き場が遠い

部品の入れ替えがつらい

重
要

緊
急困り事項目

評価項目

○ △

△

◎

○ ◎ 〇

△

27

46

23

○ ○

方
針

期
間

向
上

参
加

改善要求 サークル活動 総
合
評
価

優
先
順
位

み
ん
な
の
困
り
事
を
評
価

台車の車輪が壊れる

○○ ◎ △ 41◎

台車の連結作業がつらい ◎ ○ ◎ ◎

△ ○ ◎ △ △

◎△

△

△

△

◎

19

3

4

1

5

2

◎10点○5点△1点で
評価してみよう！

評価・作成 2021.04 秋築

5.テーマの選定

供給台車の連結作業
は毎回ツライよね・・

部品置き場の明示
がすぐはがれるし・・

掃除道具の
置き場が遠
すぎるよ

供給台車の
車輪がよく壊
れるよね

バッテリー液の
補充に時間が
かかりすぎるよ
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台車連結とは・・ 一度に複数の台車(部品)を運ぶ為の手段

連結部
連結ピンを挿す
（連結する）

連結ピンを抜く
（切り離す）

切り離し

地上高30㌢まで
毎回の屈み作業！

連結

空

部品台車と空台車を入れ替え

①②

工程を変えて
繰り返し

澤田裕樹 37歳

 岐阜城

飛騨高山岐阜県
美濃市出身 熊本城

阿蘇

熊本県
宇城市出身

天草

秋築亮祐 44歳

5

10

15

20 30 40

(年)

(歳)

20

50

作成 2021.04 鷲見

ベテランが中心
若手・中堅との融合に課題

y905017
テキスト ボックス
109




　テーマは「台車の連結作業性向上」に決定。目標は

　作業者の負担である屈む回数は1直(2交代勤務)あ 屈む回数450回と作業時間10秒とそれぞれ半減とし

たり908回！。また1回あたり切り離し16秒、連結22 量産までを視野に造りこみの計画をを立てました。

秒の作業時間となっており、台車間での作業は災害発

生のリスクもありました。

　ワンサイクルを細分化してみると歩行が全体の42％。

連結は切り離しより3秒多く、作業のムダ取りとともに1

　要因解析の結果、3つをの重要要因と想定しました。 か所で作業を完結させたいと考えました。

　トライ1号機は牽引フックが板を押すことでロックが外

　アドバイザーの助言をヒントに対策を考案。5つの候 れ連結ピンが自重で落下して結合。取手に取り付けた

補に「挑戦」を入れて評価した結果「遠隔ワンタッチ化」 ハンドルを上げると連結されたワイヤーを引っ張り連結ピ

にチャレンジすることにしました。 ンも上って連結が解除される構造。連結部に触ることな

く作業することが可能となりました。

　順調に改善が進んだものの問

題が発生。天板より飛び出る構

造は積み込み時の邪魔になるこ

とが判り振り出しに戻りました。

【12】トライの検証

【6】テーマの選定の背景②

【9】要因の解析

【7】テーマ決定と活動計画

【8】現状の把握

【10】対策案の検討 【11】対策のトライ

屈む回数

ポリ1工程 鷲見

ポリ2工程 澤田

S/M1工程 間瀬戸

S/M2工程 宮崎

B/D工程 小嶋

S/D工程 河合

U/B工程 古賀

4回

4回

8回

8回

4回

8回

1往復
の屈み

4回

供給
回数

屈む
回数

24回

24回

13回

45回

15回

15回

18回

調査・作成 2021.04 秋築
（※供給回数は1直あたり）

96回

96回

104回

360回

60回

120回

72回

安全 打撲・切創の恐れ

サークルメンバー全体で
908回/直の屈み作業！

作業時間

前側連結部 後側連結部

切り離す作業

連結する作業

16 秒

22 秒

調査・作成 2021.04 秋築
（n=50 平均作業時間）

8.テーマ決定と活動計画

‟台車の連結作業性向上” に決定！

屈む回数
連結にまつわる
作業時間

改善前 改善後

30

20

10

改善前 改善後

1000

800

600

400

200

(回) (秒)

908
22

改善の目標

450 10

目標はともに半減！

活動の計画 計画 実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月責任者

現状作業の調査

改善の実施

効果と満足度の確認

標準化と管理

メンバー
全員

安全:鷲見
小嶋

間瀬戸
澤田 河合

宮崎
古賀

秋築
鷲見

立案 メンバー全員
作成 2021.04 秋築

改善案詳細の検討

水平展開(他部署含)
秋築
鷲見

トライ1台

トライ1台

量産
他部署

量産前

他部署自部署

量産も課題に！
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9.現状把握①

作業の細分化

エレカから前側連結部へ歩く

後側連結部を切り離す

持ってきた台車を移動させる

作業項目

作業時間

供
給
台
車
の
交
換
手
順

前側連結部を切り離す

後側連結部へ歩く

測定・作成 2021.04 秋築

置いてある台車を移動させる

後側連結部を結合する

後側連結部からエレカへ歩く

前側連結部を結合する

後側連結部へ歩く

4秒

4秒

7秒

7秒

要
素
作
業

歩

行

4秒

4秒

4秒

※今回対象外
物によりバラつき有り

累

積

8秒

12秒

16秒

23秒

27秒

34秒

38秒

4秒 4秒

作業別時間

切り離し 8

40

30

20

10

(秒)

合計38秒

歩行 16

結合 14

作成 2021.04 秋築
（n=50 平均作業時間）

歩行
42％

結合
37％

切り離し
21％

作業別比率

一か所ですべての作業が出
来るようになるといいよね・・

供給台車を前後に行き来
する歩行がムダだね・・
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10.要因の解析

台
車
の
連
結
作
業
が
つ
ら
い

運搬台車

連結部

作業方法

人

体力差がある

体格差がある

腰がいたい

動作がバラつく

腰を曲げる 作業位置が遠い

回数が多い
回り込みが必要

台車間が狭い

ピンの上げ下げが必要

ピン上げと台車
切り離しが同時作業

連結が多い

ピンが長い

数台連結している

前後に連結がある

多く運びたい

大物部品がある

昔からの構造

あたりまえに思っている

台車の厚み
に取付け

ロック機構がない

連結部が低い

台の高さで作業する 生産能力がある

台車・部品の長さで決まる

台車前後に移動する

腰痛・持病がある

年配者がいる

身長差がある

あわてる(移動時)

遅れることがある不慣れ

<重要要因>

②移動歩行する
①腰を曲げる

③あたりまえ文化
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‟新発想ワンタッチ連結” に挑戦！

連結ピンは離せば勝
手に落ちるよね・・

引っ張ればピンが
上がるのがいいね

台車の取手を
持つからそこで
操作したいね

連結ピンを
遠隔操作で
きないかな

モノを動かすことで
「発生する力」や
「重力」は使えない？

ボデー課 安藤世話人

連結高さ改善

連結近接化

運搬回数変更

安

全

品

質改善項目

評価項目

◎ ○

○

◎

○ ○ △

◎

35

45

17

◎ ○

効

果

挑

戦

コ
ス
ト

総
合
評
価

別台車化

◎◎ ○ 〇 16

遠隔ワンタッチ ○ ◎

△ △ ◎ △

○

○

△

△

18

評価・作成 2021.04 秋築

◎

評価点 ◎10点 ○5点 △1点

連
結
の
負
担
を
な
く
す
に
は

屈
み
を
な
く
す

歩
行
を
へ
ら
す

連結台車を外
さない

連結部を近づ
ける

連結台車数を
へらす

部品のみを出し
入れできる

工程の別台車
で部品を運ぶ

連結部の位置
を変更する

運ぶ部品の量
をへらす

連結部を屈ま
ない高さにする

連結部に触ら
ない・行かない

高い連結部を
作製する

遠隔操作＋ワ
ンタッチ化する

直立で連結出
来るようにする

その場で連結
作業ができる

運ぶ回数を増
やす

近い連結部を
作製する

検討 2021.04 メンバー全員

12.対策のトライ

①

①連結

連結ピン

ワイヤー

押し板

連結部の構造と動き

連結フックの進行方向

連結ピンが
自重落下

②

試作1号機完成！

②切り離し
取手

解除レバー レバーを上げるピンが上がる

ロックピンとレバーを
ワイヤーでつないで！
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ボクの工程には使えないよ・・

上から引っ張る
ワイヤーはダメだ・・

天板より出っ張るのも
ダメだ・・

天板



　活動に行き詰まり気分転 　再挑戦で完成した連結のしくみは車のドアロックをヒン

換にバーベキュー。そこで発 トに重量バランスを活かした回転式。構成パーツは3種

見したのは車のドアロック。 類で当たることでの消耗を考え安易に交換できるように

この機構は改善に使える！ しました。この改善も連結部には触れることなく作業でき

とやる気に火が付きました。 るものとなりました。

　改善の結果、腰を曲げ屈む回数は908回から440

回に。連結に纏わる作業時間は22秒から8秒に低減。

これらに加え「楽になったわー！」とうれしい言葉も飛び

交い全員の自信にもなりました。

　切り離しの改善は台車の取手解除を継続、ワイヤー

式は廃止し台車下側の連結棒に変更しました。あたり

まえだった連結の手作業は「屈まず・歩かず」のワンタッ

チへと変貌を遂げました。更にトライを重ね量産と維持

管理の仕組みを考えることにしました。　

　作成した連結構造はパーツごとにチェックシートに織り

込み自分たちで維持管理することに。また修理やパーツ

作製は改善グループとの協力体制としました。

　”新“供給台車は自部署で58台、さらに第2車体工

場で22台、組立工場で40台と会社全体へと波及する

うれしい改善結果となりました。

【17】標準化と管理

【18】水平展開

【13】再対策案のきっかけ 【14】連結の再対策

【15】切り離しの再対策 【16】効果の確認

円運動で
ロックされる

行き詰ったら

力を加えると

ヒントを見つける

車のドアロックを発見！

このドアロック機構を
使えばいけるかも！

実際の動き

連結の構造
正面視 側面視

各種パーツ

消耗パーツも楽々交換可 

重量バランス
を活かして回転

回転しロックが解除ストッパーが上がる台車レバーを上げる

レバーからストッパーまでは台車の下で繋がる

レバーから台車下

台車下からストッパー

あとは量産だね！

維持管理もしないとね・・

‟新発想”ワンタッチ連結・切り離し成功！

操作はすべてここから

改善の結果
屈む回数 連結にまつわる作業時間

改善前 目標

30

20

10

改善前 目標

1000

800

600

400

200

(回) (秒)

908
22

450
10

改善後 改善後

8
440

評価・作成 2021.11 鷲見 評価・作成 2021.11 鷲見

作業はいつも
直立姿勢で！

連結作業は
1.0秒！

切り離し作業は
1.5秒！

台車天板は
フラット！

達成！

標準化

なにを

連結金具C

解除ハンドル

連結金具A

連結金具B

いつ

1回/直(始業)

だれが なんのために

安全・標準維持

どのように

目視

目視

目視・動作

目視

・項目 メンバー全員 ・作成 2021.11 鷲見

解除連結棒

解除金具

目視・動作

目視

1回/週(終業)

1回/週(終業)

1回/週(終業)

1回/直(始業)

1回/直(始業)

オペレーター

オペレーター

オペレーター

オペレーター

オペレーター

オペレーター

安全・標準維持

安全・標準維持

安全・標準維持

安全・標準維持

安全・標準維持

維持管理
・案 猪俣(改善G) ・作成 2021.11 鷲見

修理・作製

改善グループ
との協力体制
を構築！58台

22台

40台

第1車体工場

第2車体工場

組立工場

サイメン4台

サイメン18台

アンダー4台

アンダー6台

フタ物4台

フタ物12台

ポリ10台

ポリ22台

東14台 北8台西18台

再)量産計画 11月 12月 1月 2月 3月

・計画 猪俣(改善G) ・作成 2021.11 鷲見



　連結作業の困り事が解決し後は量産。全員がホッと 　追加のテーマ「部品入れ替えがつらい」はドアの部品

していると、この改善で自信をつけた若手が「もう1つや を一時置き場から溶接工程へ運び、空パレットを引き

りましょう！」と自らテーマリーダーに名乗り出ました。 取り部品を供給する身体に負担のかかる作業でした。

　供給台車を調査すると重さ220㎏、全長3.5mとモ

ンスターサイズ。これを狭い通路に気遣いながら1日18 　対策案は負担となる運搬方法と入替え方法。運搬で

往復。入替えにも大きな力を必要としていました。 は安全性とコストで牽引車を採用。パレットの入れ替え

は効果の高い自働入れ替えに挑戦することにしました。

　供給にまつわる2テーマで個人とともにサークルも大き

く成長。活動は社内外で評価されることになりました。

　完成した部品入れ替え作業は、まず供給台車を2分

割して牽引車で搬送、重量台車を押す負担はゼロに。

部品と空の入れ替えは「からくりノータッチ」としました。

【24】活動の成果

【23】入替えの対策と維持管理

【19】さらなる挑戦 【20】追いテーマの背景①

【21】追いテーマの背景② 【22】対策案の検討

20.さらなる挑戦

若手からの提案

◎10点○5点△1点

バッテリー液補充がつらい

掃除道具置き場が遠い

部品の入れ替えがつらい

重
要

緊
急困り事項目

評価項目
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△
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○ ◎ 〇

△
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改善要求 サークル活動 総
合
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優
先
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位

み
ん
な
の
困
り
事
を
評
価

台車の車輪が壊れる

○○ ◎ △ 41◎

台車の連結作業がつらい ◎ ○ ◎ ◎

△ ○ ◎ △ △

◎△

△

△

△

◎

19

2

4

済

3

1
再評価・作成2021.12 河合・古賀

楽しくなってきましたよ！

ほんと身体が
楽になったよ！

もっとやりたいな
すごいですね！

うまくできたね！

これも点が高いからやりましょうよ！

20/27 21.追加テーマの背景①

「部品入れ替え」作業の調査

シェルライン

部
品
ス
ト
ア

ル
ーフ

Lサイド
メンバー

Rサイド
メンバー

メ
イ
ン
ボ
デ
ー

ア
ン
ダ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ルラダー

Ｒ
Ｒ
フ
ロ
ア

Ｆ
Ｒ
フ
ロ
ア

ド
ア
・
フ
ー
ド

後
加
工

修
正

測定

空のスペースと実(部品)の
スペースでかなり大きいなぁ・・
重量もあってつらそうだ！

空パレットの引込みと実(部
品)パレット押込みが重そぅ・・
体勢も悪くてあぶないなぁ！
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22.追加テーマの背景②

「供給台車運搬」の調査

総重量220㌔！

モンスターっすね！

デカいし重いなぁ

「供給作業」の調査

空パレットの引き込み

実パレットの流し込み

重量220㌔を1日18回！
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引く力＝220N

押す力＝180N

おじさんでも出来る
ようにしたいよね

手じゃなく牽引車と
かで運びたいよね

めざすところは
ノータッチですね

牽引車から降
りずに入替えで
きないかなぁ

力を使わず
入れ替えたいね

‟牽引車に乗ったままの自働入替え” に挑戦！

AGV搬送

自働入替え

安

全

品

質改善項目

評価項目

〇 ○

○

〇

◎ ○ ◎

〇
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26

40

〇 △
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牽引車搬送

空中搬送 △ ◎

◎ 〇 ◎ △

○

○
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31

評価・作成 2021.12 秋築

〇

評価点 ◎10点 ○5点 △1点

供
給
の
負
担
を
な
く
す
に
は

手
で
運
ば
な
い

人
が
入
替
え
な
い

AGVで運ぶ

空を引き込む
作業をやめる

実を押し込む
作業をやめる

台車の総重量
を減らす

便数を増やす

空パレットに触
らず入替え

実パレットに触
らず入替え

牽引車で運ぶ

空中で運ぶ

2台(実空別)
の連結台車

空中のスペース
を確保する

気遣いなく曲が
れるようにする

空中搬送装置
を設置する

自働またはカラ
クリでパレット
入替えをする

検討 2021.12 メンバー全員

26.活動の成果

サークルメンバーの力
評価・作成 2022.2 鷲見

サークルの力

評価・作成 2022.2 鷲見 評価・作成 2022.2 鷲見

バランス評価
レベル評価

X軸：2.5→2.8
Y軸：2.6→3.3

改善能力向上！
サークル活動にも
積極性が！

プラスの改善で
若手の能力も
大きく向上！
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おしくも・・ 『銀賞』！

QCサークル全社大会

「あたりまえ」にやっていた運
搬台車の連結と入れ替え作
業でしたが、知恵と工夫で作
業そのものを無くす事ができ
ました。
何事も「あたりまえ」と思わ
ず、常に「問題意識」を持ち
改善を継続し続けます。

空パレ

シューター

実パレ

空パレ

実パレ

改善前 目標

100

80

20

97.2

45.0

改善後

27.0

評価・作成 2022.2 鷲見

40

60

(分)

70.2分の短縮

改善前：1回5.4分×18回/日

改善後：1回1.5分×18回/日

1日のパレット入替え作業時間

改善前 改善後

50

100

25

100
(％)

改善前 改善後

50 38
0

100
(点)

疲労度 災害リスク

岐阜テクノフェア
様々な場面で活躍

トヨタ車体からくり交流会

自分たちで維持管理

維持管理

完成！
乗ったままでの入替え可能！


